
 

  

洗足一丁目広場（仮称） 第 2回検討会ニュースレター 

洗足一丁目広場（仮称） 
整備工事に向けた第２回検討会が開催されました！ 
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【広場整備計画案について】 

6/21 に実施された第 1回検討会の内容を踏まえて、洗足一丁目広場（仮称）の整備計画

案として以下の 3案を提案しました。参加者の皆様のご意見を踏まえて、A案 防災機能重

視案をベースとして、広場の詳細な設計を進めることとします。 

A 案 防災機能重視案 

広場スペースを確保することで平時の多目的な利用や災害時の防災活動に配慮した案 

B 案 コミュニティ機能重視案 

ベンチを２基（もしくは３基）設置し、地域住民の語らいや家族連れなどに配慮した案 

C 案 植栽機能重視案 

敷地南面にも植栽帯を配置することで、上記２案よりも緑の量を増やし、地域の安らぎあ

る環境や生物多様性に配慮した案 

【お問い合わせ】 

目黒区都市整備部みどり土木政策課施設整備係 

担当：藤井、伊藤  電話：03－5722－9753 FAX：03－3792－2112 

【これまでの取組と今後の予定】 
令和 5年 1月  補助第 46 号線の整備に伴い、洗足一丁目 24 番 21 号の土地を公園（広場）

用地として、目黒区が取得しました。 

 

 

令和 5年 6月 21 日 第１回検討会  広場の整備方針について意見交換を行いました。 

 

 

令和 5年 8月 17 日 第２回検討会  第１回の意見交換を踏まえた整備内容（施設）につ

いて意見交換を行いました。 

 

 

令和 6年度 広場整備工事、開園予定 

 

洗足一丁目広場（仮称）に関するご意見等は、下記オンラインフォームまたは問い合わ

せ先で受け付けています。 

「洗足一丁目広場（仮称）についてのアンケート」 

https://logoform.jp/f/IsrTQ 

公開期間 ： 12 月 3 日（日）まで  

※）通信料はご利用者様の負担になります。 

今はここです 
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【検討会の概要】 
第 2回の検討会を 8月 17 日（木）に行い、当日は 9名の皆様

にご参加いただきました。当日は現地見学会を行い、計画平面

図案と施設計画、今後のスケジュールなどについてご説明した

後、意見交換を行いました。 

広場イメージ図 

A 案 B 案 C 案 

https://logoform.jp/f/IsrTQ


 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見と整備方針 

 

 

検討会でいただいた意見  整備方針 

コミュニティ活動 

○町会の活動の拠点として、広場にテントが張

れるくらいのスペースを確保したい。交通安

全運動の詰め所を設置できる場所としたい。 

→ 
オープンスペースをできる限り確保する計画としま

す。 

防災 

○防災倉庫の設置は植栽と同じ高さになるの

か。 
→ 

収納物が出し入れしやすいよう、広場の舗装と同じ高

さでの設置とします。 

〇東西の植栽の幅は狭くしてオープンスペー

スの幅を確保してほしい。道路側のオープン

スペースはなるべく広い方がよい。 → 

敷地が住宅で囲まれているため、境界部には植栽を配

置する方針としております。植樹帯は目黒区の緑化計

画の基準に基づきますが、オープンスペースをできる

限り確保します。 〇住民からは消火器訓練などができる広場が

ほしいと要請がある。 

設置予定施設について 

○遊具の設置場所にあるようなやわらかい舗

装など、候補にないのか。 
→ 

遊具のまわりなどは落下してケガをしないよう、やわ

らかいゴムチップ舗装を設置しています。メンテナン

ス上、剥がれた時などの補修が容易でないため、遊具

の周り以外ではゴムチップ舗装は採用していません。 

○ゴミ箱は設置しないのか。 → 
区の公園では基本的にごみ箱を置いていないため、今

回の整備でも設置しない方針です。 

〇車止めはピラータイプ（棒状）だとチェーン

に足を引っかけることが懸念される。アーチ

タイプで取外し可能なタイプがよい。 

→ 

入口がある程度広くとれる公園ではアーチタイプの

ものを目黒区では多く設置しています。今回の広場で

もアーチタイプのものを設置する方針とします。 

○水飲みはあまり使われるイメージがない。ま

た、周囲が汚れることが懸念される。水栓程

度で良いのではないか。 → 
水飲みは設置せず、植栽・災害時用の散水栓を設置す

る方針とします。 
○災害時も使用できるような埋込式の水栓が 2

ヶ所程度必要ではないか。 

○照明灯は 1 基なのか。また、どの程度の明る

さなのか。 
→ 

照明灯の配置は詳細な設計の中で検討していきます。

近隣に配慮した計画とします。 

〇中低木が茂っていると小便をする人が懸念

される。 
→ 中低木の配置計画の際に配慮します。 

〇芝生を植栽することはできないのか。 → 
芝生は細かなメンテナンスと日当たりが必要なため、

地被植物を植栽します。 

〇植樹帯の高さはどの程度なのか。 → 
舗装部分と同程度の高さとし、フラットな計画としま

す。 

〇防犯カメラは設置しないのか。 → 

区内では大きな公園で必要に応じて設置しています。

今回はカメラの設置はしないですが、通りから見通し

が良い計画とします。 

〇ベンチは酔っ払いが寝ないような対策をし

てほしい。 
→ ベンチは真ん中に手すりのあるタイプとします。 

○公園入口は 3ｍ程度の幅が必要である。 → 
3ｍ以上の間口が確保できるよう、植栽計画と合わせ

て検討いたします。 

制札板イメージ 

車止めイメージ 

ベンチイメージ 

整備計画案と設置予定施設のイメージ 

インターロッキング 

ブロック舗装イメージ 
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植栽イメージ（地被） 

照明灯イメージ 

メッシュフェンス

イメージ 

植栽イメージ（中木） 


